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AgendaAgendaAgendaAgenda

　＊＊＊＊＊＊＊＊今日はキャリアが提供する法人向け

　　Multicastサービス（B to B）についてお話しします。

　　　　1. 1. 1. 1. 法人法人法人法人MulticastMulticastMulticastMulticast市場を取り巻く状況市場を取り巻く状況市場を取り巻く状況市場を取り巻く状況

　　　　2.2.2.2. MVPNMVPNMVPNMVPN

　　　　3. 3. 3. 3. 考えなければいけないこと考えなければいけないこと考えなければいけないこと考えなければいけないこと

　　　　4.4.4.4. P2MPP2MPP2MPP2MPへの期待への期待への期待への期待

MPLS P2MP MulticastMulticast VPNIP Multicast

法人向けMulticastサービス（B to B）

本日話す内容
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1. 1. 1. 1. 法人法人法人法人MulticastMulticastMulticastMulticast市場を取り巻く状況市場を取り巻く状況市場を取り巻く状況市場を取り巻く状況

　＊＊＊＊＊＊＊＊法人Multicast市場

　　・コンテンツの多様化
　　　　- eラーニングやTV会議、ナレッジの共有、マルチメディア

　　　　　情報配信など、リッチコンテンツの多様化と企業需要の伸び。

　　・ルータのASIC化、高速化

　　・低速ルータへのMulticast protocolの実装

　＊＊＊＊＊＊＊＊でも法人向けMulticastって、キャリアサービス

　　としてイマイチ盛り上がっていないような・・

　　どうして？

　　・結構魅力的な市場だとおもうんですけど。
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1. 1. 1. 1. 法人法人法人法人MulticastMulticastMulticastMulticast市場を取り巻く状況市場を取り巻く状況市場を取り巻く状況市場を取り巻く状況

　＊＊＊＊＊＊＊＊市場はあるみたいですけど・・
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1. 1. 1. 1. 法人法人法人法人MulticastMulticastMulticastMulticast市場を取り巻く状況市場を取り巻く状況市場を取り巻く状況市場を取り巻く状況

　＊＊＊＊＊＊＊＊キャリア（L3系）担当者の声

　　・既存のNWをMutlcast enableにする？

　　　それともMulticast専用NWを作る？
　　　　- Open系NW（非VPN）でやる場合、Multicast Groupの

　　　　　管理どうするの？ユーザ間でかぶっちゃいけないよね。

　　　　　セキュリティはどう確保する？

　　　　- Denceだとスケーラブルでない・・

　　　　　SparseだとRPがいるな・・

　　　　- Multicast専用NW作ってもいいけどコストが・・

　　　　　UniとMultiが別網だと、お客様に不利益じゃない？

　　・Unicastでやるとか、もしくはトンネル掘って

　　　お客様側でMulticastしてくれれば送信センタ側の

　　　回線太って嬉しいんですけど（ぼそぼそ・・）

　　・「L2NWとか衛星ではどうですか？」・・＿＿＿＿||||￣̄̄̄||||○○○○
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1. 1. 1. 1. 法人法人法人法人MulticastMulticastMulticastMulticast市場を取り巻く状況市場を取り巻く状況市場を取り巻く状況市場を取り巻く状況

　＊＊＊＊＊＊＊＊現状のメインプレイヤーは衛星Multicast。

　　・配信拠点数が増えれば増えるほどお得。

　　・暗号化配信でセキュリティ確保。

　　・アンテナ一本で海上、山間部も得意。

　　　短期利用も柔軟に対応。

　　・でも料金高め（従量制課金が中心）。
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2.2.2.2. MVPNMVPNMVPNMVPN

　＊＊＊＊＊＊＊＊IP-VPNからのアプローチ

　　・既存のIP-VPN上でMulticast動かせたら、

　　　ちょっとうれしいんじゃない？
　　　　- 強固なセキュリティ

　　　　　（User間のTraffic/Routing閉域性）

　　　　- 高いスケーラビリティ　などの特徴。

　＊＊＊＊＊＊＊＊MVPN（Multicast VPN）

　　・IP-VPNのVRF上でMulticastをうごかす。

　　・Multicast Domains
　　　　- draft-rosen-vpn-mcast-07.txt
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2.2.2.2. MVPNMVPNMVPNMVPN

　＊＊＊＊＊＊＊＊Multicast domainsアーキテクチャ

　　・MVRF（Unicast VRFのMulticast版）の集合体。
　　　　- MVRFによるユーザルーティングテーブルの分離。

　　　　　トラヒック/アドレス閉域性の実現

　　　　　（柔軟なAddressingが可能）

　　・PEでL3を終端。PE-CE間でPIM/IGMPを利用。

　　・GREによるIP-VPNバックボーンのMulticast転送
　　　　- Routing、転送の階層化

　　　　　（バックボーンが顧客のstateを管理しないのでスケーラブル）
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MVPN　A
MDT

(*,239.0.0.3)

MVPN　A
MDT

(*,239.0.0.2)

2.2.2.2. MVPNMVPNMVPNMVPN

　＊＊＊＊＊＊＊＊Multicast domainsアーキテクチャ

CE CEPE PE

MVPN　A
default MDT

(Ex;*,239.0.0.1)

PE

CE

・各MVPN毎に一つのdefault MDT（Multicast Distribution Tree）を持つ。
・同じMVPNに属する全てのPEは同じdefault MDTにJoinする。
・MDTグループアドレスはUser Group addressとは無関係にISPにより定義される。
　　＃MVPN unique
・MDT内のパケット転送はMulticast GREトンネリングにて転送される。
　　＃MTI（Multicast tunnel interface）を介してLANのように見える。
・default MDTは同じMVPNの全てのPEに配信されるが、Data MDTを使えば必要な
　PEにだけ配信する（転送の最適化）ことが可能。

MDT：Multicast Distribution TreeMDTは、MVRFにとっては
MTIを介してMVPN毎にできた

LANのように見える

MTI:Multicast tunnel interface
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2.2.2.2. MVPNMVPNMVPNMVPN

　＊＊＊＊＊＊＊＊Multicast domainsアーキテクチャ（転送の階層化）

CE PE PE CEP P

P PE

PE

CE

CE

IP IP L2 L1 IP

Unicastパケット

MPLSラベル（ISP付与）

MPLS転送

GREによるIP転送（MPLS転送ではない）

IP(M) IP(M) IP(M)IP(M)

Multicastパケット

MVPN識別（MDT address;MVPN ユニークでISP付与）

MDT：Multicast Distribution Tree

Multicast enable
にしたPルータ

バックボーンの最適な
最下流分岐点であるP
ルータでCOPY、配信

COPY

COPY COPY

COPY

LSP LSP LSP
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MVRF#C

2.2.2.2. MVPNMVPNMVPNMVPN

　＊＊＊＊＊＊＊＊Multicast domainsアーキテクチャ（Routingの階層化）

CE PE PE CEP P

IP

IP

PIM

PIM

IP

PIM

IP

PIM

IP

PIM

IP

PIM

IP

PIM

IP

PIM

MVRF#B
MVRF#A

MVRF#C
MVRF#B

MVRF#A

Routingの
階層化

バックボーンRouting

顧客MVPN内Routing

Multicast enableの
Pルータ

Multicast enableの
Pルータ
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2.2.2.2. MVPNMVPNMVPNMVPN

　＊＊＊＊＊＊＊＊（参考）Multicast domainsアーキテクチャ
　　　（Multicast Domain (MD) Using PIM NBMA Techniques）

CE PE PE CEP P

P PE

PE

CE

CE

MulticastトラヒックをMPLSで転送する
ことができるが、CopyがPルータで行われ
ず、Source PEで行われるので負荷が
集中し、方式的にスケールしない。
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3. 3. 3. 3. 考えなければいけないこと考えなければいけないこと考えなければいけないこと考えなければいけないこと

　＊＊＊＊＊＊＊＊考えなければいけないこと
　　・Multicast domains方式に限らず、キャリアサービス
　　　として法人向けMulticastサービスを提供・展開する
　　　場合に考えなければいけないこと、ってなにがある？
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3. 3. 3. 3. 考えなければいけないこと考えなければいけないこと考えなければいけないこと考えなければいけないこと

　＊＊＊＊＊＊＊＊考えなければいけないこと(1)
　　・法人向けサービスはコンシューマ向けサービスと
　　　違ってSTBがない・・
　　　　- STBがあると相互接続やプロトコル実装、ツリーのキャリア
　　　　　コントロールが比較的容易。
　　　　- お客様会社内のCE配下にもツリーがのびてる。
　　　　　ツリーコントロールどこまでできる？

　　・PIM-DM?SM?SSM?IGMP(proxy)?
　　　　- SMの場合、RPの設置要。冗長性？BSR/Auto-RP etc？
　　　　- CEやUser LAN内装置でどこまで実装されている？

　　・アクセスコントロールどこまでできる？
　　　　- User VPN内/キャリアNWを守る仕組み

　　・Multicastの障害検知、疎通性の確認
　　・Multicastトラヒック測定
　　・キャリア内ルータ　マルチベンダ間相互接続
　　　　=ー ( ゜д゜)・∵. ターン
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3. 3. 3. 3. 考えなければいけないこと考えなければいけないこと考えなければいけないこと考えなければいけないこと

　＊＊＊＊＊＊＊＊考えなければいけないこと(2)
　　・QoS
　　・障害時の通信断時間を短くする仕組み（FRR）
　　・既存技術（HSRPとかNATなど）との相性
　　　　- L2（イーサ）機器でMulticastのMACを
　　　　　理解しないのが時々いる。
　　　　　　　(((( ；゜Д゜)))ガクガクブルブル

　　・課金
　　・Multicast利用可能アクセスライン
　　　　- アクセスラインが土管かMulticast enableのNW
　　　　　じゃないとだめ。

　　・MVPN間エクストラネット
　　・Multicast技術者の育成
　　　　- やっぱ実際のところ少ないと思う。 これらの課題が

あります。
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4.4.4.4. P2MPP2MPP2MPP2MPへの期待への期待への期待への期待

　＊＊＊＊＊＊＊＊P2MPへの期待

　　・Multicast Domains方式は、現状の

　　　Unicast IP-VPN上でMVPNを提供する方式と

　　　しては「最適解」。

　　・しかし、バックボーンをMPLSで統一して

　　　オペレーションを簡素化、FRRも使えるP2MPには

　　　大きな期待。

　　　（早期のP2MP実装が待たれる。）
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コマーシャルコマーシャルコマーシャルコマーシャル

　＊＊＊＊＊＊＊＊NTTNTTNTTNTTNTTNTTNTTNTT--------ComComComComComComComComでサービス出します。でサービス出します。でサービス出します。でサービス出します。でサービス出します。でサービス出します。でサービス出します。でサービス出します。

　　・Multicast Domains方式を利用した

　　　Arcstar IP-VPN上で提供するMulticastサービス

　　　を提供します。
　　　　- 前述のサービス的課題は概ねクリア

　　　　- 現在フィールドテスト実施中。近々サービス提供開始予定。

<特徴>
・Multicast Domainsの特徴を活かした
　セキュアで柔軟性を備えたMulticast NW。
・既存のIP-VPN NW上で提供するため、Unicastと
　Multicastをワンストップでご利用いただくことが可能。
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おわりおわりおわりおわり

　＊＊＊＊＊＊＊＊御静聴ありがとうございました＊＊＊＊＊＊＊＊

　NTT Communications　登田浩介

　h.noborida@ntt.com


